
工　　種 担当

工事番号
 内　線 （ ）

印

年 7 月 21 日

施 工 期 日 令 和 ３ 年 １ 月 ２ ２ 日 ま で
工事監督員 （ ）

主任監督員 （ ）

財 源 区 分 ［ 国　　補 ］  ･ 　県　　補　　･　  市　　単

設 計 金 額 　　地覆・橋梁用高欄工　　　　　 　 　Ｌ＝　３３ ｍ

　　橋面舗装工　　　　　　　　　 　 　Ａ＝１２８ ㎡

　　伸縮継手工　　　　　　　　　 　 　Ｌ＝　１６ ｍ

    橋長：L＝１６．６５ｍ　  全幅員：Ｗ＝９．２ｍ　

　　橋梁補修工（コンクリート部材）　　　　　１構造物

施 工 位 置 金足片田字駒込地内 　　橋面防水工　　　　　　　　　 　 　Ａ＝１２８ ㎡

年　　度 令　和　２　年　度 作 成 年 月 日 令和　２

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

　工 事 概 要

工　事　名 　　駒込橋　

担

当

リ
ー

ダ
ー

設計担当者 道路維持課　維持第二

第　１４　号

設　　　　　計　　　　　書

道　橋　修
課

長

主

席

主

査

担

当
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轌　町 馬　込
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No.1  

                                                              秋田市建設部 

工 事 名：市道広域金足黒川線 駒込橋橋梁補修工事 

施 工 箇 所：金足片田字駒込地内  

特記仕様書（施工条件明示一覧表） 

・下記の明示事項・条件及び内容のチェック印該当欄は、共通仕様書等に記載されている制約事項以外について明示するものである。 

・明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生した場合は、監督員と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。 

・別途協議とは、設計・現場説明又は打合簿等により協議するものとする。 

明 示 項 目 明     示     事     項 条      件      及      び      内      容 

工程関係 他工事との工程調整の必要あり 調整項目 資材等の流用 仮設及び工事用道路等の調整 建設機械等の調整 

施工箇所 施工順序の調整 別途協議 

その他（     ） 

施工時期、施工時間及び施工方法の制限あり 制 限 す る 工 種 名（橋梁補修一式） 

施工時期及び施工時間（橋面施工時） 

施 工 方 法（車両片側交互通行 ） 

他機関との協議が未完了 協 議 が 必要 な 機 関 名（県河川管理者） 

協 議 内 容（河川法２４条） 

協議完了見込時期（令和２年８月） 

占用物件の確認の必要あり 占用物件名 電気 電話 上水道 下水道 ガス その他（     ） 

物件の確認 確認済  未確認 

その他（     ） 

 

その他（     ） 

用地関係 用地および補償物件の未処理箇所あり 未処理箇所 別添図  No.     ～       別途協議 

完了見込時期 平成     年     月     旬頃  別途協議 

仮設ヤードあり 仮設ヤード 官有地  民有地  その他（     ）  別途協議 

仮設ヤード使用期間（平成     年     月     日 ～ 平成     年     月     日） 

現場からの運搬距離（Ｌ＝     ｋｍ） 

使用条件・復旧方法（     ） 

その他（     ） その他（     ） 

工事用道路関係 一般道路（搬入路）の使用制限あり 進入（搬入）経路 別添図等  その他（     ）  別途協議 

使用期間の制限内容   （     ） 

仮設道路の設置条件あり 使用中及び使用後の措置 別添図等  その他（     ）  別途協議 

用地及び構造 別添図等  その他（     ）  別途協議 

安全施設 別添図等  その他（     ）  別途協議 

その他（     ） 

 

その他（     ）  
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No.2  

                                                              秋田市建設部 

明 示 項 目 明     示     事     項 条      件      及      び      内      容 

公害対策関係 施工方法の制限あり 制限項目 騒音 振動 水質 粉じん 排出ガス その他（     ） 

施工方法 指定工法（     ） 別途協議 その他（     ） 

施工時期 平成     年     月     旬頃  別途協議 

事業損失防止に関する調査あり 調査項目 

 

 

騒音測定  振動測定  水質調査  近接家屋の事前・事後調査 

地盤沈下測定  地下水位等の測定 

その他（     ） 

調査方法 別添資料 別途協議 その他（     ） 

調査費 計上あり 別途協議 その他（     ） 

その他（     ） その他（     ） 

安全対策関係 交通安全施設等の指定あり 交通安全施設等の配置 別添図面 別途協議 その他（     ） 

交通誘導員の配置 別添図面 別途協議 

配置員種別（B） 

配置人員数（昼間）（３人/日・１３日・計３９人） 

昼間勤務交代要員あり 

配置人員数（夜間）（     人/日・     日・計     人） 

夜間勤務交代要員あり 

その他（     ） 

近接公共施設等に対する制限 施 工 時 間 の 制 限（     ） 

工法の制限あり 

・近接公共施設等の配置（ 鉄道 電気 電話 水道 ガス その他（     ）） 

・制限を受ける工種  （     ） 

・制 限 内 容  （     ） 

土砂崩落・発破作業に対する防護施設等に指定あり 安全防護施設等の配置 別添図面 別途協議 その他（     ） 

保安要員の配置 別添図面 別途協議 その他（     ） 

配置員種別（     ） 

配置人員数（     人/日・     日・計     人） 

有毒ガス・酸素欠乏等の対策 換気設備等の配置 別添図面 別途協議 その他（     ） 

危険防止対策の工法 別添図面 別途協議 その他（     ） 

イメージアップ経費適用工事 イメージアップの内容（     ） 

その他（     ） その他（     ） 

排水工関係 濁水、湧水等の排水に制限あり 項目及び基準値（     ） 

水質調査等の必要あり 調査項目（     ） 

その他（     ） その他（     ） 

4/27



No.3  

                                                              秋田市建設部 

明 示 項 目 明     示     事     項 条      件      及      び      内      容 

建設発生土・建設 

廃棄物関係 

建設発生土 

 

 

※投棄処分および再生処分が選択されている場合

において、当該処分（受入）地へ運搬しない場合、 

また、発生土の性状を十分見極め再利用可能な 

場合は、監督員と別途協議すること。 

処分方法 投棄処分  他工事利用  指定処分  自由処分 

再生処分  その他（     ） 

処分（受入）地 別添図等  別途協議  その他（     ） 

場所（     ） 

処分地の処理条件 押土整地  その他（     ） 

処理（受入）費等計上あり 処理（受入）費  押土整地  その他（     ） 

現場からの運搬距離（Ｌ＝     ｋｍ） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 

 

※再生（中間）処分場および最終処分場が選択 

されている場合において、当該処分場へ運搬 

しない場合は、監督員と別途協議すること。 

処分地 再生（中間）処分場（金足地内）  最終処分場（     ） 

別添図書  別途協議 

その他（     ） 

処理（処分）費計上あり 処理（処分）費  その他（     ） 

現場からの運搬距離（Ｌ＝1.1ｋｍ） 

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻 

 

※再生（中間）処分場および最終処分場が選択 

されている場合において、当該処分場へ運搬 

しない場合は、監督員と別途協議すること。 

処分地 再生（中間）処分場（南秋田郡井川地内）  最終処分場（     ） 

別添図書  別途協議 

その他（     ） 

処理（処分）費計上あり 処理（処分）費  その他（     ） 

現場からの運搬距離（Ｌ＝15.0ｋｍ） 

木材 

 

※再生（中間）処分場および最終処分場が選択 

されている場合において、当該処分場へ運搬 

しない場合は、監督員と別途協議すること。 

処分地 再生（中間）処分場（     ）  最終処分場（     ） 

別添図書  別途協議 

その他（     ） 

処理（処分）費計上あり 処理（処分）費  その他（     ） 

現場からの運搬距離（Ｌ＝     ｋｍ） 

汚泥 

 

※再生（中間）処分場および最終処分場が選択 

されている場合において、当該処分場へ運搬 

しない場合は、監督員と別途協議すること。 

処分地 再生（中間）処分場（     ）  最終処分場（     ） 

別添図書  別途協議 

その他（     ） 

処理（処分）費計上あり 処理（処分）費  その他（     ） 

現場からの運搬距離（Ｌ＝     ｋｍ） 

その他（     ） 

 

 

 

 

 

処分地 再生（中間）処分場（     ）  最終処分場（太平中関地内） 

別添図書  別途協議  その他（     ） 

処理（処分）費計上あり 処理（処分）費  その他（     ） 

現場からの運搬距離（Ｌ＝      ｋｍ） 

その他（研削材は汚泥扱いとして計上している。） 
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No.4  

                                                              秋田市建設部 

明 示 項 目 明     示     事     項 条      件      及      び      内      容 

仮設備関係 仮設備の設置条件あり 使用期間（     ） 

借地条件（     ） 

転用あり（     ） 

兼用あり（     ） 

引継あり（     ） 

仮設物の構造及び施工方法の指定 構造及び設計条件 別添図等  その他（     ）  別途協議 

施工方法（     ） 

その他（足場） その他 （   ） 

薬液注入関係 薬液注入工法等の指定あり 工法区分（     ） 

材料種類（     ） 

施工範囲（     ） 

削孔関係（     ） 

注入量 （     ） 

その他 （     ） 

提出書類あり 工法関係（     ） 

材料関係（     ） 

確認事項あり 注入量  注入の管理  注入の効果  その他（     ） 

その他（     ） その他 （     ） 

地盤改良関係 工法等の指定あり 工法区分（     ） 

材料種類（     ） 

施工範囲（     ） 

その他 （     ） 

提出書類あり 工法関係（     ） 

材料関係（     ） 

試験関係（     ） 

確認事項あり 配合 現場 CBR 値 その他（     ） 

その他（     ） その他（     ） 

工事支障物件関係 工事支障物件あり 電気 移設時期（平成     年     月     日頃  別途協議） 

電話 移設時期（平成     年     月     日頃  別途協議） 

上水道 移設時期（平成     年     月     日頃  別途協議） 

下水道 移設時期（平成     年     月     日頃  別途協議） 

ガス 移設時期（平成     年     月     日頃  別途協議） 

有線 移設時期（平成     年     月     日頃  別途協議） 

その他（     ） 移設時期（平成     年     月     日頃  別途協議） 
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No.5  

                                                              秋田市建設部 

明 示 項 目 明     示     事     項 条      件      及      び      内      容 

再生材使用関係 再生材使用の指定あり 再生材の種類 再生アスコン 再生路盤材 再生クラッシャーラン 

その他（     ） 

再生材が使用できない場合の措置 新材に変更 別途協議 

その他（     ） 

再生ｱｽｺﾝへの溶融スラグの混入 溶融スラグ混入の有無 有  無  その他（     ） 

溶融スラグ混入合材の種類 再生密粒度アスコン(13)   再生密粒度アスコン(20) 

再生粗粒度アスコン(13)   再生粗粒度アスコン(20) 

その他（     ） 

溶融スラグ混入が使用できない場合 新材に変更  その他（     ） 

別途協議 

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝの規格 ＲＣ－４０ 

ＲＣ－８０ 

 

粒度範囲は、舗装再生便覧の「再生クラッシャーランの望ま

しい粒度範囲」の規格に適合するものとする。 

再生クラッシャーランの粒度について、確認できる試験結果

または品質を証明する資料を、使用する前に監督員に提出す

ること。 

秋田県認定リサイクル製品の使用 

 

 

 

 

 

 

 

※溶融スラグ入りプレキャストコンクリート製品 

またはフライアッシュ入りプレキャストコンク 

リート製品 

秋田県認定リサイクル製品を使用する 

  種類： 歩車道境界ブロック（     ） 

     鉄筋コンクリートＵ型側溝（     ） 

     鉄筋コンクリートＵ型側溝蓋（     ） 

     自由勾配側溝（     ） 

     自由勾配側溝蓋（     ） 

     鉄筋コンクリートベンチフリューム（     ） 

     鉄筋コンクリート排水フリューム（     ） 

秋田県認定リサイクル製品を使用するように努める 種類（上記以外のプレキャスト工場製品） 

秋田県認定リサイクル製品が使用できない場合 

 

別途協議 

その他（     ） 

その他（     ） その他（     ） 

適用条件  

 

秋田市土木工事共通仕様書（令和元年１２月１日以降適用）を適用 

上記仕様書の部分改訂の内容も含む（最新改訂 平成     年     月     日） 

土木構造物設計マニュアル(案)     編を適用 

その他（     ） 

ＣＯＲＩＮＳ登録         ※請負代金額が 500 万円以上の場合 秋田市土木工事共通仕様書に基づき、工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）の登録を行うこと 

再生資源利用計画

書 

 ＣＯＢＲＩＳシステムを用いて再生資源利用（促進）計画書（実施書）を作成し、契約締結後１４日以内

に監督員へ提出すること 
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No.6  

                                                              秋田市建設部 

明 示 項 目 明     示     事     項 条      件      及      び      内      容 

現場代理人  

※常駐義務緩和の要件を満たす場合 

兼務を認める 

兼務を認めない 

監理(主任)技術者 

 

  

 

 

 

※請負代金額が 3,500 万円以上の場合 

請負契約の締結の翌日から平成     年     月     日までは監理(主任)技術者の専任を要しない。 

請負契約の締結後、監督員と協議して定めた現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、資機材の

搬入、仮設工事等が開始されるまでの間)については、監理(主任)技術者の工事現場への専任を要しない。 

工事完成後、発注者が工事の完成を確認した旨、受注者へ通知した日以降、事務手続きおよび後片付け等

のみが残っている期間については、監理(主任)技術者の工事現場への専任を要しない。 

担い手確保関係 週休二日制モデル工事 

 （受注者希望型） 

本工事は、秋田市建設部週休二日制モデル工事の試行対象案件である。 

受注者は、受注後速やかに当該モデル工事の希望の有無について、工事打合簿により、監督員と協議する

ものとする。 

協議により試行する場合は、「秋田市建設部週休二日制モデル工事試行実施要領」に基づき、実施するもの

とする。 

電子納品 工事完成図書 工事完成図書は電子納品とし、電子データは、「工事完成図書の電子納品等要領」に基づいて作成すること。 

電子媒体の提出部数は１部とする。なお、要領に記載のない項目の電子化および紙媒体による提出、また 

は、電子納品によりがたい場合については、監督員と協議すること。 

工事検査 検査に必要な電子機器類の準備および検査時の機器操作は受注者が実施すること。 

その他（     ） その他（     ） 

その他 工事用機材の保管及び仮置きの必要あり 保管場所（     ）  期間（     ）  その他（     ） 

現場発生品あり 品名（防護柵）  数量（     ）   

保管場所（     ） その他（     ） 

支給品あり 品名（     ）  数量（     ）  引渡場所（     ） 

時期（平成     年     月     旬頃）  その他（     ） 

盛土材等工事間流用あり 運搬方法 受注者で運搬  受注者以外で運搬  別途協議 

その他（     ） 

引渡場所 別添図等  別途協議  その他（     ） 

数量（     ） 

運搬距離（Ｌ＝     ｋｍ） 

その他（     ） その他（     ） 

＝補足事項＝ 

・共通仕様書１－１－５１「工事測量」に基づいた測量結果について、契約締結後、３０日以内に監督員へ提出すること。また、その測量結果に基づき、現場と設計 

図書を照査し、数値等に差異が生じた場合についても、同期間内に監督員と協議することとする。その協議内容について必要があれば、設計変更の対象とする。 

   ・着工前に損傷等の確認を行い、新たな損傷が確認された場合は補修方法について協議すること。 

   ・高速道路上の施工に関して、実施期間および方法については、契約締結後に協議する。 
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工種 種別 細別 規格・条件 単位 数量 備考

橋梁保全工事

舗装工 舗装打換え工 舗装版切断 アスファルト舗装  厚さt=50mm m 28.1

舗装版破砕 アスファルト舗装　厚さt=50mm m2 147.6

殻運搬 ｱｽﾌｧﾙﾄ殻(破砕),運搬距離:15.0km m3 7.4

殻処理 南秋田郡井川地内 m3 7.4

舗装版破砕 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　厚さ平均t=110mm m2 127.6

殻運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(破砕),運搬距離:1.1km m3 14.0

殻処理 金足地内 m3 14.0

不陸整正 補充材：RC-40　平均厚t=20mm m2 147.6

表層 再生密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（13）,舗装厚:40mm m2 147.6

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40 m3 4.4

表層 密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（13）改質Ⅱ型,舗装厚:40mm m2 127.6

表層 密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（13）改質Ⅱ型,舗装厚:30mm m2 127.6

橋面防水工 橋面防水 シート系 m2 127.6

区画線工 区画線工 ペイント式区画線 実線、W=15cm ｍ 53.9

ペイント式区画線 破線、W=15cm ｍ 27.0

溶融式区画線 停止線、W=30cm ｍ 3.0

溶融式区画線 矢印・記号・文字、W=15cm　 ｍ 22.3

橋梁付属物工 伸縮継手工 鋼･ｺﾞﾑ製伸縮装置補修A1 ダクタイル鋳鉄製 ｍ 8.0

鋼･ｺﾞﾑ製伸縮装置補修A2 ダクタイル鋳鉄製 ｍ 8.0

排水施設工 排水管取替工 VPφ125mm 箇所 4.0

端部排水管設置工 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾊﾟｲﾌﾟφ50mm 箇所 4.0

橋梁用高欄工　 既設防護柵撤去 ｍ 33.1

橋梁用高欄 ｍ 33.1

橋梁補修工 ひび割れ補修工 低圧注入工法 エポキシ樹脂系 構造物 1.0

断面修復工 左官工法 ポリマーセメントモルタル 構造物 1.0

護岸工 護岸天端工 18-8-40 式 1.00

数　量　総　括　表  (橋梁補修工事)

工事名　：　市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事
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S=1:100
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0 広域金足黒川線

・本図面の断面形状及び寸法は、現地調査及び竣工図を基に復元したものである。

（特記事項）

A1

MF

A2

駒込橋 復元一般図

S=1:100側　面　図

平　面　図

広域金足黒川線

逆T式橋台（A1,A2)

PC床版（主桁12本）

8.00

15.95

16.65

SWPR7B1S 12.7B

SD295
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断　面　図 S=1:50

90°00’00”

m

m

材

 

料
材

 

料

下

 

部

 

工
上

 

部

 

工

m

道 路 区 分

橋 　　  長

W=  1kN/m2

設
計

荷
重

雪 荷 重

活 荷 重

Kh=
起因するもの

土の重量に
躯体

支  間  長

有 効 幅 員

形   式

設計水平震度 (L1)

斜       角

Kh=

基 礎 形 式

躯 体 形 式

鋼    材

鉄    筋

コンクリート

鉄    筋

コンクリート σck=21N/mm2

主桁：σck=50N/mm2、場所打ち σck=30N/mm2

TL-20

不明

秋田市建設部道路維持課

縮　　尺

図 面 名

施工箇所

工 事 名

年　  度

図 　示 図面番号

橋 梁 諸 元

適 用 基 準

竣　工　年

昭和55年 道路橋示方書

平成 5年

H.W.L 

コンクリート舗装 t=7～15cm

金足片田駒込

令　和　２　年　度

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

１

金足片田字駒込地内
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広域金足黒川線
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駒込橋 補修一般図

300支間長　15950300

50桁　長　1655050

橋　長　16650

A1

F M

A2

300支間長　15950300

50桁　長　1655050

橋　長　16650

　　　　　　　　N=4箇所

6
4
0

A1 A2

駒込橋 補修一般図

・防水層設置
・舗装打替え

　　　　　　　　N=4箇所

S=1:100

S=1:100側　面　図

平　面　図

馬
踏
川

※特記事項
1.本図面の構造形状は現地簡易計測に基づき作成したものである。
2.施工の際は現地計測により損傷範囲の確認のうえ補修施工を実地すること。
3.施工に際しては、監督職員と協議により対策工法を決定すること。

秋田市建設部道路維持課

縮　　尺

図 面 名

施工箇所

工 事 名

年　  度

図 　示 図面番号

補修項目

舗装打替工

数　量 補修内容

橋面補修

補修項目一覧表

2 箇所 伸縮装置交換伸縮装置工

下部工補修工 1.2 m

4 箇所 排水装置交換排水装置工

下部工補修 ひびわれ補修

128 m2 防水層設置、舗装打替え

上部工補修 上部工補修工 0.02 m2 断面修復

地覆高欄補修工 33.1 m 防護柵交換、地覆補修
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・防水層設置
・舗装打替え

60

2.0% 2.0%

断　面　図 S=1:50

H.W.L 

伸縮装置工：伸縮装置交換

伸縮装置工：伸縮装置交換

地覆工：地覆補修（表面保護）

主桁：断面修復工

地覆工：地覆補修（表面保護）

防護柵工：防護柵交換

排水装置工：排水装置交換

下部工：ひびわれ補修工下部工：ひびわれ補修工

舗装打替工

排水装置工：排水装置交換

防護柵工：防護柵取換

地覆工：地覆補修（表面保護）

上部工：主桁断面修復

地覆工：地覆補修(表面保護)

排水装置工：排水装置交換排水装置工：排水装置交換

防護柵工：防護柵取換

舗装打替工 調整ｺﾝｸﾘｰﾄ t=3～8cm

駒込 金足片田

２

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

令　和　２　年　度

金足片田字駒込
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断面修復工
0.05m×0.05m×0.03m

断面修復工
0.05m×0.10m×0.03m
0.05m×0.06m×0.03m

断面修復工
0.10m×0.10m×0.05m

工種 種別 延長1 延長2 箇所数

断面修復工

地覆① 0.100 1

合　　計

地覆③ 0.100 1

表面積 剥離深さ 剥離体積

0.020 0.001

1

0.100 1 0.010

0.050

0.050

0.030

0.001

0.001

0.001

0.040 0.004

工種 種別 延長1 延長2 箇所数

断面修復工

主桁① 0.050 1

合　　計

断面修復工数量表(主桁・鉄筋露出なし)

主桁②

表面積 剥離深さ 剥離体積

0.050 0.003 0.030 0.001

0.050 10.120 0.006 0.001

0.017

施工フローチャート

[断面左官仕上げ]

準備工

はつり工

下地処理工

断面修復工

完　　了

片 付 け

養　生

プライマー塗布工

（断面修復工）

断面修復工 
0.10m×0.10m×0.03m

断面修復工
0.10m×0.10m×0.05m

断面修復工
0.10m×0.10m×0.02m

主桁②
断面修復工 
0.12m×0.05m×0.03m

主桁③ 0.050 10.150 0.008 0.001

地覆②

地覆④

0.100

0.100

0.100

0.1000.100

0.010

0.010

0.010

0.030

0.030

秋田市建設部道路維持課

縮　　尺

図 面 名

施工箇所

工 事 名

年　  度

1:50 図面番号

駒込橋 上部工補修図

外周長

0.200

0.340

0.940

0.400

外周長

0.400

0.400

1.600

0.400

0.400

断面修復工
（左官仕上げ)

t

駒込橋 上部工補修図

S=1:50平面図(橋面)

平面図(桁下) S=1:50

(m)

(m)

特記事項
1.断面修復工は、施工時に改めて打音検査を行い、施工範囲を確定すること。
　また剥離深さを計測し、断面修復深さを精査すること。なお施工時には不良部の
　叩き落し等にて補修範囲が増加する可能性がある。

　を確実にすること。
3.乾燥収縮などによるひびわれが生じないよう、現場養生を十分に行うこと。
4.はつり作業は、フェザーエッジによる再劣化を防ぐため、深さ10mm程度の鉛直
　カッター目地を入れ、付着性を確保すること。
5.重鎮材硬化後、コンクリート表面を平滑処理すること。

(m) (m) (m
2
) (m) (m

3
)

(m) (m) (m
2
) (m) (m

3
)

断面修復工数量表(地覆・鉄筋露出なし)

コテ塗り

主桁①
主桁③

地覆③

地覆④

地覆②地覆①

はつり
ポリマーセメントモルタル

下地処理及びプライマー塗布

コンクリートカッター目地

３

令　和　２　年　度

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

2.露出鉄筋がある場合は防錆処理を行い、欠損面にはプライマーを塗布し付着効果

0.002

金足片田字駒込
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橋　長　16650

S=1:100平　面　図

駒込橋 橋面防水工詳細図

側　面　図 S=1:100

50桁　長　16550

橋　長　16650

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去　L=16550

50

施工フローチャート

準　備　工

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

表面処理

防水層設置

目地工設置

導水ﾊﾟｲﾌﾟ設置

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装打設

片　付　け

完　　  了

伸縮装置取替え

広域金足黒川線
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断　面　図 S=1:50
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ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装敷設　　 t=7cm
橋面防水工(ｼｰﾄ防水)

t=3～8cm

8
0

防水層端部目地処理 S=1:5

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

70

7
0

5

桁上面

(ｼｰﾄ防水)

(ｽﾃﾝﾚｽ)

(ｼﾙﾊﾞｰﾒｯｼｭ同等品以上)

(ｾﾛｼｰﾙSS同等品以上)

外
径

φ
1
2
程

度

導水ﾊﾟｲﾌﾟ詳細図

(ｽﾃﾝﾚｽ相当)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装敷設　　 t=7cm
橋面防水工(ｼｰﾄ防水)

秋田市建設部道路維持課

縮　　尺

図 面 名

施工箇所

工 事 名

年　  度

図 　示 図面番号

駒込橋 橋面防水工詳細図

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去 t=7cm
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装敷設　　 t=7cm
橋面防水工(ｼｰﾄ防水)

※特記事項
1.図中の詳細寸法は、現地計測の上決定すること
2.舗装切削後に桁上面の状態（健全度）を確認すること。

　部分切削等で凹凸の補修を行ってから床版防水工の施工を行うこと。
3.導水パイプは、地覆に再設置する排水装置に終端部を挿入すること。
4.舗装上面高さは、舗装厚を確保しながら橋梁前後の路面高と滑らかに
　擦り付けるように、舗装厚を決定すること。

導水ﾊﾟｲﾌﾟφ12

排水装置に接続

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去 t=11cm(平均厚)

 i=2.0%  i=2.0% 

導水ﾊﾟｲﾌﾟφ12

導水ﾊﾟｲﾌﾟφ12

既設調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

橋面防水工

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾒｯｼｭφ12

端部目地処理

成型目地材 5mm厚

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾒｯｼｭ

導水ﾊﾟｲﾌﾟφ12

排水装置に接続

排水装置に接続

排水装置に接続

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去 t=11cm（平均厚）導水ﾊﾟｲﾌﾟφ12

排水装置

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

令　和　２　年　度

４

　間詰部上面の凹凸が大きい場合には、ポリマーセメントモルタルや

　利用するため、伸縮装置の補修前に実施すること。
5.舗装の打ち替えは、伸縮装置の後打ちコンクリートの型枠として

金足片田字駒込
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※伸縮装置製品採用時の注意点

　次の性能を持つ製品を採用する。

　耐久性：伸縮装置は、道路橋示方書(H29)に定められる静荷重250kNに
　　　　　NEXCO要領書で照査された繰返し回数12万回/年を目安に30年
　　　　　相当の荷重試験を行い､破損･ｸﾗｯｸがないか確認された製品

　止水性：NEXCO要領書にある防水性の試験法438による照査を行った製品

　なお、採用する鋼製ジョイントの製品は、監督職員と協議の上決定すること　

※伸縮装置 条件

　設計伸縮量(18.28mm)、適応最大遊間量(68.28mm以上)が確保できる製品を用いる。

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

駒込橋 伸縮装置詳細図

A1，Ａ２A1，Ａ２

8000(遊間中心線上）

4000 4000

90°

3@900=27004504503@900=2700

2
9
5

2
9
5

8060(製品長さ）

880880

Ｌ
Ｃ

配　置　図 S=1:40

(A1,A2)

秋田市建設部道路維持課

縮　　尺

図 面 名

施工箇所

工 事 名

年　  度

図 　示 図面番号

駒込橋 伸縮装置詳細図

伸縮装置集計表

品名 仕様・規格 単位
A1 A2

合計 備考
車道用 車道用

（１） 伸縮装置 荷重支持型 m 8.06 8.06 16.12

（２） 地覆止水 個 2 2 4

（３） 型枠（80×80） 車道部用 m 8.06 8.06 16.12 ウレタンフォーム

下部止水材用 〃 8.26 8.26 16.52

（４） 変成シリコーン系 中央部・端部除く止水用 ml 111 111 222 黒色

シーリング材 中央部・端部止水用 〃 209 209 418

計 〃 320 320 640

（５） 補強鉄筋 4-D13×8.00 kg 31.84 31.84 63.68 0.995kg/m

（６） 差し筋アンカー D16 本 140 140 280

（７） ウレタン系シーリング材 下部止水材用 l 8.06 8.06 16.12 TF2000同等以上

地覆部用(t=20) 〃 1.66 1.66 3.32

計 〃 9.72 9.72 19.44

（８） プライマー 下部止水材用 ml 64 64 129 OP-2019

地覆部用 〃 13 13 27

計 〃 78 78 156

（９） 無収縮モルタル 車道部用 m 3 0.28 0.28 0.56
σ＝24N/mm2以上

地覆部用 〃 0.01 0.01 0.02

計 〃 0.29 0.06 0.35

（１０） 樹脂モルタル 〃 0.06 0.06 0.12

（１１） 樹脂モルタル用プライマー kg 1.44 1.44 2.88 標準塗布量0.3kg/m2

5
0

(
P
1
:
M
o
v
e
側

）
（

P
1
:
Ｆ

i
x
側

）

桁
　

側
橋

台
側

600 600

2.0％2.0％

9200

6008000(遊間中心線上）600

40004000

2
5
0

2
5
0

Ｌ
Ｃ

横　断　図 S=1:50

t=20mm

（下部止水材用） (下部止水材用) 伸縮装置用切欠き
路面より　ｔ＝80

t=20mm

A1

A1 A2

A2

金足片田 駒込

A1 A2

ＭＦ

橋長　16650

桁長　16550

9
2
0
0

8
0
0
0
(
遊

間
中

心
線

上
）

4
0
0
0

4
0
0
0

90°

ＬＣ

位　置　図 S=1:100

(A1,A2)

50 50

6
0
0

6
0
0

馬
 
踏
 
川

4-Ｄ13×8000

600

7
0

8
0

5082130 260

310 310

鉄筋加工図 S=1:5

(A1,A2)

標準取付断面図 S=1:5

(A1,A2)

8000

1
5

（下部止水材用）

（下部止水材用）

地覆部詳細図 S=1:10

2
0

600

2
5
0

8
0

1
3
0

3025

2
0

7
0

(下部止水材用)

（下部止水材用）

地覆止水地覆止水

補強筋　D13誘導板

地覆ハツリ部 ウレタン系シーリング材

地覆止水

ウレタン系シーリング材 型枠 車道部

ウレタン系シーリング材
地覆止水

無収縮モルタル

誘導板

舗装アスファルト

樹脂モルタル

補強鉄筋　D13

ウレタン系シーリング材

型枠

差筋アンカー

型枠

ウレタン系シーリング材

伸縮装置

ウレタン系シーリング材

令　和　２　年　度

５
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割　付　図 S=1:100

注）・ 防護柵長は全てアンカー中心実長で示す。

正 面

Ａ１

Ｍ

C L

正 面

２Ａ

Ｆ

ａ ｂ

R>10m

突き合わせ溶接加工

橋名板取付用金具

勾配加工

R曲げ加工

エキストラ加工数量
（ｉ≧3%）

R≦10m

4  ヶ 所端末補強スリーブ

Ｒ ＝ ∞

特　記　仕　様 

部  材  数  量  表
品　名 寸　法 (mm) 単位 数量 単位質量(kg/単位) 質量(kg) 材質

支 　 　 　 　 　 柱 H-184x125x6.0x6.0x6.0 本 20 13.74 274.80 SS400

主 　 要 　 横 　 梁 φ 139.8x3.5 m 33.100 11.80 390.58 STK400

下 　 段 　 横 　 梁 φ 76.3x2.8 m 66.200 5.08 336.30 STK400

主要横梁  ｽﾘｰﾌﾞ φ 127.0x3.2x300 個 12 3.08 36.96 STK400

下段横梁  ｽﾘｰﾌﾞ φ65.0x3.2x300 〃 24 1.50 36.00 〃

主 要 横 梁 　 補 強 ｽﾘｰﾌﾞ φ 127.0x3.2x1250 〃 4 12.43 49.72 〃

下 段 横 梁 　 補 強 ｽﾘｰﾌﾞ φ 65.0x3.2x1250 〃 8 6.16 49.28 〃

取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト M16x50 セ ッ ト 72 0.12 8.64 強 度 区 分  6.8

〃 M12x40 〃 80 0.06 4.80 〃

ア ン カ ー ボ ル ト M22x320 セ ッ ト 40 1.06 42.40 強 度 区 分  6.8

〃 M20x230 〃 40 0.54 21.60 強 度 区 分  4.6

樹 脂 カ プ セ ル TG22RN 本 40 - - -

〃 TG20EN 〃 40 - - -

(33.100 m当り) 合 計 質 量 1251.08 kg

駒込橋 防護柵詳細図

90°0′0″90°0′0″

駒込橋 防護柵詳細図

650
800

1825 5@2000=10000 1825

800
650

防護柵長　16550

桁　　長　16550

橋　　長　16650

50 50

1450 1450

650
800

1825 5@2000=10000 1825

800
650

防護柵長　16550

1450 1450

2
0
5
.
5

3
9
4
.
5

4
0
0
0

4
0
0
0

6
0
0

8
0
0
0

6
0
0

9
2
0
0

支柱　　割付寸法　 18255@2000=100001825

横梁　　割付寸法　
2
0
5
.
5

3
9
4
.
5

横梁　　割付寸法　

支柱　　割付寸法　 1825 18255@2000=10000

正面展開図 S=1:30

650 800 1825 2000 2000 2000

H-184x125x6.0x6.0x6.0 φ76.3x2.8

φ139.8x3.5

端末詳細図 S=1:20

ａ部 ｂ部

650 800

3
9
4
.
5

2
0
5
.
5

6
0
0

650800

3
9
4
.
5

2
0
5
.
5

6
0
0

連　結　部支　柱　図

正  面

＊　SLは、スリーブを示す。

S=1:10

A　矢　視　図

端　末　部

A A

（後　側） （前　側）

7
5
0

1
6
0

7
0

2
5
0

2
5
0

2
0
0

3
0
0

(250)

45

32

1
9

2
5
0

7
0

53 109 53

98 215 287

205.5 394.5

600

300

300

30 120 30

180

2000 2000

1995 1995

2000

1995 1427.5 20

800 650

1250

1250

8
1
8
4

5
3
1
0
9
5
3

2
1
5

5
4
.
5

5
4
.
5

30 120 30

180

(強度区分 6.8)

(強度区分 6.8)

φ41.3

割付基準位置

M22×320
(強度区分 6.8)
樹脂カプセルTG22RN
穿孔径 φ26

M20×230
(強度区分 4.6)
樹脂カプセルTG20EN
穿孔径 φ24

割付基準位置

秋田市建設部道路維持課

縮　　尺

図 面 名

施工箇所

工 事 名

年　  度

図 　示 図面番号

支　柱 下段横梁

主要横梁

M16×50

M12×40

反射体(片面)

SL t3.2 補強SL t3.2

SL t3.2 補強SL t3.2

4-26×36
アンカーボルトアンカーボルト

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

令　和　２　年　度

６

＊　支柱、主要横梁、下段横梁は、溶融亜鉛めっきとする。

＊　スリーブは、亜鉛めっきとする。

＊　取付ボルト類は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

＊　反射体はスワレフレックス（ベース:黒、反射体:白）とする。

金足片田字駒込
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市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

駒込橋 下部工補修図

A1　橋　台 S=1:50

A2　橋　台 S=1:50

(50)

(
0
.
5
)

準備工

ひびわれ部の清掃

注入パイプ取付け

エポキシ樹脂注入

完　　了

片 付 け

養　生

ひびわれ面シール

パイプ・シール材撤去

ひびわれ調査

パイプ間隔の確認

シールの養生

注入量確認

パ
イ

プ
間

隔
3
0
㎝

程
度

工種 種別 仕 様 単 位 数　量 備　考

ひびわれ注入工

m 1.02 低圧注入工法

注 入 材 エポキシ樹脂注入材３種 kg

シール材 エポキシ樹脂系 kg

低圧注入器具 個

ひびわれ注入工数量表(A1、A2下部工)

ひび割れ注入工概略図

部位 幅 t(mm) 長さ L(m) 備考

1 0.20 0.28

2 0.25 0.29

3 0.20 0.27

4 0.20 0.18

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

ひびわれ注入工延長集計表(A1下部工)

部位

A2橋台

幅 t(mm) 長さ L(m) 備考

1 0.25 0.13

ひびわれ注入工延長集計表(A2下部工)

計 1.02

ひび割れ幅0.20mm以上 ひび割れ幅0.20mm以上

計 0.13

ひび割れ幅0.20mm以上

1234

1

ひび割れ幅0.20以上

ひび割れ幅0.20以上

特記事項
1.　ひび割れ注入工は、ひび割れ幅0.2mm以上を

　　囲を確定すること。

2.　注入作業は、注入圧0.4MPa以下の低圧で、
　　かつ低速で注入すること。

3.　注入が不可のものは、ポリマーセメント系
　　被覆材を塗布する等の対策を講じること。

4.　注入作業は、シール材が確実に養生硬化して

5.　注入パイプの除去は、注入材が硬化してい
　　ることを確認してから行い、シール材撤去
　　後、コンクリート面を平滑処理すること。

A1側延べ施工量

A2側延べ施工量 m 0.13 低圧注入工法

秋田市建設部道路維持課

縮　　尺

図 面 名

施工箇所

工 事 名

年　  度

1:50 図面番号

駒込橋 下部工補修図

0.03

0.1

5

注入パイプ

ひびわれ

シール材

ひびわれ

シール材

インジェクター

取付けパイプ

エポキシ樹脂系注入材等

馬踏川

馬踏川

令　和　２　年　度

７

　　施工前に、ひび割れ数量計測を行い、施工範
　　施工対象とする。

　　いることを確認してから行うこと。
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水 切り 詳 細図 （ 地覆 部 ）

4000 4000

600 8000 600

9200
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7070060

42011@760=8360
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0

7
01
5
0

断　面　図 S=1:50

広域金足黒川線

駒込橋 地覆補修図

300支間長　15950300

50桁　長　1655050

橋　長　16650

58.2 1.700x16.550x2
  +1.400×0.35×2×2=

58.2

表面保護工

駒込橋 地覆補修図

350 350

S=1:100平　面　図

秋田市建設部道路維持課

縮　　尺

図 面 名

施工箇所

工 事 名

年　  度

図 　示 図面番号

S=1:1

馬
踏
川

馬
踏
川

表面保護工　数量表

工　　法 寸　　法 数　　量 備　　考

地覆 表面保護工 m
2

         合　計   = m
2

2回塗布

：コンクリート塗装範囲
（高分子系浸透性防水材）

終　了

含浸材塗布(2回目塗布)

含浸材塗布(1回目塗布)

下地処理

開　始

（高分子系浸透性防水材）

塩化物イオン浸透性深さ

中性化深さ

透 水 性

透 湿 性

試験規格

JSCE K 523

JSCE K 522

JSCE K 524

JIS A 1171

高分子系浸透性防水材 基本物性

0.0g

55.9g/㎡･day

0.0㎜

0.5㎜

試験項目 試験結果

高分子系浸透性防水材

高分子系浸透性防水材

高分子系浸透性防水材

水切り設置 水切り設置

含浸材塗布

含浸材塗布

含浸材塗布

８

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

令　和　２　年　度
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A2

9
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0
0
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0
0
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6
0
0

A1

6
0
0

8
0
0
0

桁　長　16550 50

6
0
0

50

9
2
0
0

6
0
0

橋　長　16650

S=1:100平　面　図

駒込橋 排水装置交換工詳細図

1
4
0

280

360

広域金足黒川線 9.81

S=1:5

馬
踏
川

取付断面図

600

6
0
0

1
8
0

6
0
0

665

1
1
9
0 ※各部材寸法については、現場計測の上

　再検討すること

140

125

SUS304

A - A

6
0

250×60×10mm

　SUS304(W=2.1kg)

10×10×5cm

S=1:20

70

取付金具 詳細図 S=1:10

地覆取壊し範囲

3250

3250 3250

3250

地
覆

t
=
3
2
0

300
取壊し範囲

地
覆

t
=
3
2
0

300
復旧範囲

VPφ
65

VPφ
125

A A

既設排水装置撤去、更新

φ
=1

25

取付金具

舗装切り下げ

硬質塩化ビニル管(VP)Φ125

オールアンカーM8×70L

エラスタイト

PL730×60×6mm

緩衝材
90°エルボ(φ125用）

既設排水装置撤去、更新

既設排水装置撤去、更新

既設排水装置撤去、更新

地覆取壊し

地覆取壊し 地覆取壊し

地覆取壊し

秋田市建設部道路維持課

縮　　尺

図 面 名

施工箇所

工 事 名

年　  度

図 　示 図面番号

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

令　和　２　年　度

９

駒込橋 排水装置交換工詳細図
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止 　 ま 　 れ

駒込橋 舗装すり付け範囲図

9.759.73

9.79

9.75

9.81

9.77

10.00

9.84

9.77

10.00

9.75

10.00

9.81

9.73

10.00

9.72

9.77

9.73

9.74

9.76

9.69

9.99

9.74

9.99

　　　L=15.95m
車道部舗装範囲(表層+基層)

広域金足黒川線

        基層　密粒度As混合物(13)改質Ⅱ,t=4cm

車道部舗装範囲(表層+基層)　L=15.95m
　　L=10.00m

舗装すり付け範囲　
　　L=6.00m

舗装すり付け範囲　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装打換え t=7cm
A=127.60m2

A=52.41m2

　　L=6.00m
舗装すり付け範囲

　A=95.18m2

駒込橋 舗装すり付け範囲図
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（特記事項）

・本図面の平面図、縦断図は、現地調査及び竣工図を基に作成したものであり、
　施工時には、平面、縦断測量を実施し、舗装面積、範囲等を決める必要がある。

　目地設置　W=10cm

平　面　図 S=1:100

縦　断　図

秋田市建設部道路維持課
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車道部　表層　密粒度As混合物(13)改質Ⅱ,t=3cm

車道部　密粒度ｱｽｺﾝ20,t=5cm(すりつけ範囲)

0.33% 0.36% 0.36% 0.68% 0.34%

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去 t=11cm（平均厚）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装すり付け t=5cm

▽9.79 ▽9.81 ▽9.84 ▽9.81 ▽9.77

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装すり付け t=5cm 歩車道境界ブロック水抜き穴位置

▽9.79▽9.81▽9.85

歩車道境界ブロック

既設境界ブロック

１０

市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

令　和　２　年　度

金足片田字駒込
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様式１

１　工事番号 道橋修第１４号

２　工事名 市道広域金足黒川線　駒込橋橋梁補修工事

３　入札書締切日 令和 2 年 8 月 18 日

４　質問・回答

　(1) 質　問 本設計図書に対する質問は、以下のとおり行うものとします。

　　ア　提出期限 令和 2 年 8 月 13 日 ( 木 ) 午後０時（正午）まで

　　イ　方法

　　ウ　質問書様式 (工事・委託共通)入札・見積関係様式ページ内【設計図書に対する質問書】

　　エ　提出先

　(2) 回  答

　　ア　回答期限 令和 2 年 8 月 17 日 ( 月 )

    イ　方法

https://www.city.akita.lg.jp/jigyosha/kouzi-nyusatsu-keiyaku/1002629/1010652.html

ホームページ（回答の掲載）
https://www.city.akita.lg.jp/jigyosha/kouzi-nyusatsu-
keiyaku/1002625/1010228/index.html

秋田市建設部道路維持課

質問および回答について

[電話]018-888-5751　[E-Mail]ro-csmt@city.akita.lg.jp

　また、電子メールでの提出に際し、件名を「質問書」としてくださ
い。
  当該電子メールにて到着確認のメールを返信しますので、返信がな
い場合は、速やかに下記の提出先まで連絡してください。

　入札参加資格を有する者で、質問のある者は、内容を簡潔にまとめ
質問書（様式集より）に記入のうえ、電子メールでのファイル添付に
て、４(1)エの提出先に提出してください。
  なお、口頭や電話での受付は行いません。

質問への回答は、以下のとおり行うものとします。

　回答は、質問者の特殊な技術やノウハウ等に関し、質問者の権利、
競争性の地位、その他正当な利益を害する恐れのあるものを除き、下
記ホームページへ掲載します。
　回答では、質問者の企業名等は公表しないものとします。
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